


















































































































































































所管 事業内容 執行額 (100 万円 )


































年時点で 8 人ほどしかいなかったアーティストが、2002 年のイベントに
は 30 のアトリエから 18 人のアーティストがこのイベント参加するように
なっていた。さらに、2004年には20のアトリエから70人のアーティスト、
2006 年には 22 のアトリエから 75 人のアーティスト、2008 年には 35 の
アトリエから 120 人のアーティスト、2009 年は 49 のアトリエから 107
人のアーティスト、そして 2010 年には、70のアトリエから 224 人のアー
ティストが参加するようになっているのである。また、2009 年のイベント



























































































































































































































瀬戸内国際芸術祭実行委員会（2010 年）「瀬戸内国際芸術祭 2010 総括報告」
瀬戸内国際芸術祭実行委員会（2013 年）「瀬戸内国際芸術祭 2013 総括報告」
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１）香川県政策部文化芸術局　瀬戸内国際芸術祭推進課広報戦略グループ
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にインタビュー。
２）奇しくも沙田地域は新界にあり、その新界は中国・シンセンの国境沿い
のため、容易に中国へ移転できたことが要因の 1 つに挙げられる（清
水 2011）
３）本稿での芸術地区とは自然発生的にアーティストがアトリエを構えて集
積している場所に限定している。
４）若手アーティストが火炭の工業団地に集積した背景には、沙田地域・火
炭の工業団地の賃料は他の地域の工業団地に比べても安かった点と工業
団地であるため、大きな作品の搬出入が容易である業務用の大きなエレ
ベーターがあった点は、アーティストにとって、アトリエとしての条件
を満たしていた。そこへ 2001 年以前に香港中文大学の教授が大学にも
近いことから火炭の工業団地の一室をアトリエとして借り始めたことに
始まる。その後、その大学の卒業生達が卒業後の創作活動場所がなくな
るということから、火炭の工業団地へアトリエを構えるようになったの
である（清水　2011）。
５）フォタニアン・オープン・スタジオの運営・企画プロセスについて以下
で考察する。「FromFo-TantoFotania（2006）」とここにアトリエを構
えているラム氏やホ氏やチウ氏などのアーティストや支援している企業
など関係者へのインタビューとによると、彼らが、何か発信しようと考
え、2001 年に初めてのグループ展を企画・実施し、このころから、こ
の場所が香港中文大学の芸術学部の学生に広く知られるようになり、そ
の後も卒業生たちがここにアトリエを構えるようになっていったのであ
る。2002 年からは、火炭にアトリエを構えているアーティストがアト
リエを解放し作品を展示する「フォタニアン・オープン・スタジオ」と
いうイベントを実施してきた。2002 年のイベントの際には、18 のア
トリエから 30人のアーティストが参加した（清水 2011）。
６）この「フォタニアン・オープン・スタジオ」がメディアや公共にも知ら
れるようになったきっかけは、2003 年の 12月に香港芸術美術館（Hong
KongMuseumofArt）で開催された香港ビエンナーレに火炭のアーティ
スト達が招待されたことが始まりである。それ以来、ここにはアトリエ
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を求めてさらに多くの卒業生やアーティストが集まるようになった（清
水 2011）。
７）ラウ氏は香港中文大学の芸術学科の最初の卒業生でもあり、ここに最初
にアトリエを構えて成功した１人であり、現在では現代アート絵画だけ
で経済的に自立をしている香港若手アーティストの代表的な人物で、上
海でもよく展覧会を行うまでに成長している（清水 2011）。
８）オーナーのサラさんによると、火炭の工業団地には香港島のソーホーや
ノーホーなどに立地しているギャラリーの絵を保管する倉庫を借りてい
るギャラリーはいくつもあってもショーケースのスペースとしてギャラ
リーを開いているところは現在のところ、ブルーロータス 1 軒しかな
いということであった。その背景には、火炭の工業団地では、どこにアー
ティストがいるのかもわからない場所であり、人目につく場所でないた
め、一見すれば作品を売る場所ではないため、利益の最大化を目的とし
たギャラリーにとって、ここは不適合な場所であることが挙げられる。
それにもかかわらず、サラさんは、この工業団地にギャラリーを構える
ことに迷いはなかったと語ってくれた。その理由には、地元の香港の若
手アーティストが集まっている場所にギャラリーを構えたいということ
と彼らを近くで支援していきたいということであった。
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